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子宮頸がん予防ワクチンを定期接種

にするよう求める意見書（要旨）

● 議員の寄附や暑中見舞状などは公職選挙法で禁止されています●

　全国の女性の期待の声を受け、子

宮頸がんワクチンが昨年 10 月に承

認された。

　日本では、毎年約 15,000 人が子

宮頸がんに罹患し、約 3,500 人が残

念ながら亡くなっている。特に近年

では、20 代から 30 代女性が最もか

かりやすいがんになっている。

　子宮頸がんはヒトパピローマウィ

ルス（ＨＰＶ）によって起こる。ウィ

ルスによって起こるがんなので、ワ

クチン接種で予防し、がんの発症を

抑えることができる。

　日本では現在、承認されたこの予

防ワクチンは任意接種で、３回の接

種に合計約５万円前後の費用が必要

となることから、すべての女性がう

ける状況にない。ワクチンという予

防措置で女性の命と健康が守られる

ことは、医療コストの点からも効果

は十分あると思う。

　よって、国におかれては、女性の

命と健康を守るために、子宮頸がん

予防ワクチンを定期接種にするよう

強く要望する。
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○平成 22 年定例会開会予定日○

９月定例会 ９月３日(金)

12月定例会 11月26日(金)

※定例会が開会される見通しの日程であり、
事情により変更される場合があります。
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※○は会派代表者。（この会派別議員名簿は６月21日現在のものです。）
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○市長提出
議　案第１号 市川市市政戦略会議条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

２号 市川市税条例の一部改正について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
３号 市川市放課後保育クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
４号 市川市火災予防条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
５号 平成 22 年度市川市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
６号 都市計画道路３・４・18 号（仮称）B1・B2 橋（下部工その３）工事請負変更契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 可　決

７号 市川都市計画道路３・４・18 号浦安鎌ヶ谷線と京成本線（京成八幡～鬼越駅間）の立体交差
事業　京成本線直下横断部築造工事施行協定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 可　決

８号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

９号 千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組
合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

10 号 千葉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県後期高齢者医
療広域連合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

11 号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
報　告第１号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

２号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
３号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○請願・陳情
請願第 22- １号 子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

第 22- ２号「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書」提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
第 22- ３号「国における平成 23（2011）年度教育予算拡充に関する意見書」提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第 21-17 号 くらし支える行政サービス・人員の拡充を求める意見書提出に関する陳情 × △ ○ × △ × × △ ○ 不採択
第 21-19 号 市川市南部（行徳・南行徳・妙典）に総合病院の建設計画を求める陳情 × × × × × × × × × 不採択
第 21-23 号 知的障害児の放課後の受け入れ先に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
第 22- １号 選択的夫婦別姓のための民法改正に反対する意見書を国に提出することを求める陳情 × ○ × ○ △ ○ ○ × ○ 採　択
第 22- ２号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に関する陳情 × ○ × ○ △ ○ ○ × ○ 採　択
第 22- ５号 子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情 × △ × ○ × △ △ × ○ 不採択
第 22- ６号 女性の健康に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
第 22-10 号 市川市リハビリテーション病院の言うキーパーソンに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択

件　　　　　　名 各 会 派 の 賛 否 審

議

結

果

公

明

党

自

由

ク

ラ

ブ

日

本

共

産

党

緑

風

会

民
主
・
市
民
連
合

市

民

の

声

み

ら

い

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

道

つ

ば

さ
○市長提出

議 案第 12 号 平成 22 年度市川市一般会計補正予算（第２号） ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決
13 号 損害賠償請求事件の和解について ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決

○議員提出
発 議第１号 子宮頸がん予防ワクチンを定期接種にするよう求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

２号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
３号 国における平成 23(2011) 年度教育予算拡充に関する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
４号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出について × ○ × ○ △ ○ ○ × ○ ○ 可　決
５号 コメの戸別所得補償対策等の見直しを求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ × ○ 可　決

６号 発達障がいや、その他文字を認識することに困難のある児童生徒のためのマルチメディアデ
イジー教科書の普及促進を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

７号 未就職新卒者の支援策実施を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
８号 機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
９号 小規模グループホームの防火体制強化を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
10 号 保育制度改革に関する意見書の提出について × × ○ × × × × ○ × × 否　決
11 号 法人税率引き下げと消費税増税に反対する意見書の提出について × × ○ × × × × ○ × × 否　決
12 号 普天間基地の無条件全面返還を求める意見書の提出について × × ○ × × × × ○ × × 否　決
13 号 後期高齢者医療制度の速やかな廃止を求める意見書の提出について × × ○ × × △ × ○ × × 否　決
14 号「政治とカネ」の疑惑の徹底解明を求める意見書の提出について ○ △ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可　決

※出席した会派の議員全員が賛成：○、出席した会派の議員全員が反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。
※６月 21 日付で会派の変更があり、「みらい・つばさ」が「みらい」と「つばさ」になったため、審議結果一覧が２つの表になりました。


